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株式会社プロシップとの資本業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年２月 13 日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社プロシップ（以下

「プロシップ社」という。）との間で、固定資産管理ソリューション事業に関する資本業務提携を行

うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．資本業務提携の背景と目的 

 当社は、経理特化型 AI 領域における高い技術力を有し、「経理シンギュラリティ（経理業務の自

動化）」構想を牽引する企業です。 

 2025 年８月より、「Speciality for Customer」を基本理念に掲げ、「世界で最も優れた固定資産

管理ソリューション」を提供することを目指しているプロシップ社と、業務提携による協業可能性

について意見交換を実施いたしました。 

 2027 年４月に強制適用が予定されている新リース会計基準により、企業が管理すべき契約件数の

増加やデータ入力負荷が大幅に高まることを見据え、当社が有する契約書・証憑の読取および自動

仕訳等の AI 技術と、プロシップ社の固定資産管理ソリューションとを組み合わせることで、企業

の課題解決に資する新たな価値提供が可能であるとの認識を共有いたしました。 

 さらに、両社の顧客基盤を相互に活用した販売拡大に加え、その後もプロシップ社の固定資産管

理ソリューションとの連携を深め、固定資産管理業務の生産性向上を図ることで、“世界で最も優れ

た固定資産管理ソリューション”に向けた技術協業の可能性について協議を深めてまいりました。

これらの検討を通じ、両社の協業によるシナジー創出の蓋然性が高いことを確認できたため、より

具体的な協議を進めるとともに、協業体制の強化と関係性の一層の深化を図るべく、相互の信頼関

係を基盤とした本資本業務提携を実施することといたしました。 

 

２．資本業務提携の内容等 

（１）業務提携の内容 

 本提携において、両社は以下の点に注力し、相互の業績拡大を目指します。 

①新リース会計基準対応における判断業務の自動化・効率化 



 2027 年 4 月に強制適用が予定されている「新リース会計基準」において、企業が会計上管理対象

とすべき契約は大幅に増加することが見込まれます。これに伴い、オンバランス処理するか否かの

判断業務が大量に発生することは、多くの企業にとって喫緊の課題です。当社の AI 技術（AI エー

ジェントによる会計的判断）とプロシップ社の固定資産管理ソリューションとを連携させることで、

管理対象となる契約の会計的判断について、自動化および効率化を実現するソリューションを共同

で展開します。 

②顧客基盤の相互活用による販売拡大 

 大手企業を中心とした当社の顧客とプロシップ社の顧客に対し、両社の連携ソリューションを提

案（クロスセル）することで、双方の事業成長および業績拡大を図ります。 

③「世界で最も優れた固定資産管理ソリューション」の実現  

 本業務提携は、新リース会計基準対応にとどまるものではありません。その後も当社の AI 技術

と株式会社プロシップの固定資産管理ソリューションにより、会計データと工場・店舗など現場に

ある資産にまつわる情報を結びつけることで、従来の「カネ」中心の管理手法とは一線を画す、「モ

ノ」を基軸としたマネジメント・プラットフォームの構築という新たな価値創造に貢献します。 

（２）資本提携の内容 

 今回の協業は新リース会計基準対応をはじめとする中長期的なソリューション開発を伴うもの

であり、継続的な技術連携と顧客価値の最大化に向けて、両社が中長期的視点でコミットする体制

が不可欠であると判断いたしました。このため、単なる業務提携にとどまらず、相互に株式を保有

する資本提携を行うことで、協業の安定性・継続性を強固にし、双方のリソース投下や意思決定の

一体感を高める必要があるとの結論に至り、本日、本資本業務提携契約を締結いたしました。 

 ①新たに取得する相手方の株式又は持分の取得価額 

当社は、プロシップ社の第三者割当増資を引き受ける形で株式を取得します。 

募集株式の種類及び数 普通株式 319,500 株 

募集株式の払込金額  1,610 円 

払込金額の総額    514,395,000 円 

 ②相手方に新たに取得される株式の数 

相手方に新たに取得される株式の数は、（２）の払込金額総額相当額によって市場内取引により

取得できる当社の普通株式の株数 

 

３．資本業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社プロシップ 

（２） 所 在 地 東京都千代田区飯田橋三丁目８番５号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 鈴木 資史 

（４） 事 業 内 容 
パッケージシステムの開発・販売、受託開発、システムの運用管

理等 

（５） 資 本 金 924,573 千円（2025 年９月 30 日現在） 



（６） 設 立 年 月 日 1969 年 4 月 

（７） 
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（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2023 年３月期 2024 年３月期 2025 年３月期 

 連 結 純 資 産 6,679 百万円 7,560 百万円 8,894 百万円 

 連 結 総 資 産 8,626 百万円 9,729 百万円 11,380 百万円 

 １株当たり連結純資産 504.13 円 571.78 円 683.62 円 

 連 結 売 上 高 6,600 百万円 6,812 百万円 7,564 百万円 

 連 結 営 業 利 益 1,630 百万円 1,632 百万円 2,309 百万円 

 連 結 経 常 利 益 1,831 百万円 1,877 百万円 2,431 百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
1,299 百万円 1,349 百万円 1,930 百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 96.53 円 109.65 円 156.06 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 47.00 円 50.00 円 63.00 円 

 



４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2026 年２月 13 日 

（２） 契 約 締 結 日 2026 年２月 13 日 

（３） 業 務 提 携 開 始 日 2026 年２月 13 日 

（４） 募集株式の払込期日 2026 年３月２日（予定） 

 

５．今後の見通し 

 本件が、当社の 2026 年 12 月期業績に与える影響については、2026 年２月 13 日発表の 2026 年 12

月期連結業績予想に織り込まれております。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（2026 年２月 13 日公表分）及び前期連結実績 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2026 年 12 月期） 
3,109 百万円 312 百万円 312 百万円 207 百万円 

前期連結実績 

（2025 年 12 月期） 
2,369 百万円 292 百万円 291 百万円 202 百万円 

 


